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広報つやまは、環境保護のため古紙配合率100%再生紙、大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。�24

▲写真１　柱のヒビ�

▲写真２　備中櫓の内部�
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〜
柱
の
ヒ
ビ
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■
朝
、
布
団
か
ら
出
る
の
が
つ
ら
い

季
節
で
す
。
あ
と
５
分
だ
け
…
。
つ

い
つ
い
寝
坊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
さ�

て
、
今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
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い
ろ
い
ろ
と
し
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け

れ
ば
な
ら
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多
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で
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が
、
寒
い
と
動
作
も
鈍
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
ね
。（
郁
）

■
秋
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れ
の
休
日
の
で
き
ご
と
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干

し
て
い
る
布
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い
無
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の
斑
点
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！
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と
２
星
の
て
ん
と
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虫
。
調
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る
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ン
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と
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う
虫
ら
し
い
で
す
。
家
で
カ
メ
ム
シ

が
多
い
と
そ
の
冬
は
大
雪
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
天
道
虫
だ
け
に
今
年
の
冬

は
晴
れ
が
多
い
か
も
。
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Ｘ
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■
取
材
で
行
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産
業
展
で
は
、
津

山
生
ま
れ
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製
品
が
紹
介

さ
れ
て
い
て
、
へ
ぇ
〜
っ
と
驚
き
っ

ぱ
な
し
で
し
た
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で
も
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ん
な
私
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テ
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ビ
津
山
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ラ
イ
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組
に
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ゃ
っ
か
り
出
演
し
、
産
業
展
の
よ
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す
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
（
郁
）
さ

ん
を
驚
か
せ
た
の
で
し
た
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（11月１日現在）�
人　口　90,270  人（前月比＋8）�
　男　　43,068  人（同＋14）�
　女　　47,202  人（同△６）�
世帯数　35,196世帯（同＋10）�

10月中の異動数�

ひ と の 動 き�

固定資産税４期�
国民健康保険料５期�
介護保険料７期�

   納期限：12月27日（月）�

今 月 の 納 税 �

出生　  78人、死亡　  60人�
転入　225人、転出　235人�月�

２００４�

　前回は備中櫓の基礎について説明しました。
今回はその基礎構造の上に載っている「柱」
について検討してみます。
　備中櫓の柱の材質は、残念ながら江戸時
代の記録には残っていません。そのため、
城郭に一般的に使用されている材料を使用
していますが、内部は「御殿」に準じた仕
上げとするために、一般的な櫓とは少し異
なった材料を使用しています。
　まず土台は、先月説明したとおりクリ材
を用いており、その他には松や杉などを使
用している部分もあります。そして今回お
話をする柱はヒノキを使用しています。
　ヒノキの柱は６寸角（約18センチメート
ル四方）が基本で、２階まで伸びる通し柱
には７寸角（約21センチメートル四方）の
ものが使用されています。
　ところで、先日一般見学会を開催したと
きに「備中櫓内部の柱にヒビが入っている」
というご指摘を多くの人からいただきました。
確かに柱にはヒビが確認できます（写真１）。

　実はこのヒビはある程度予想されていた
ものです。その理由を順序立てて説明しま
すと、まず備中櫓に使用されているヒノキ
の柱は「芯持ち材」といって、丸太から１
本の柱を削り出したものです。この芯持ち
材は通常乾燥が進むにつれてどこかにヒビ

が入るのは避けられないのです。
　ちなみに現在では、このような木材には
「背割り」といって柱の１つの辺にあらか
じめ人工的に切り込みを入れておき、その
他の部分にヒビが入らないような処理を行
います。
　それでは備中櫓の柱も「背割り」を施し
ておけばいいではないかというご意見もあ
ると思いますが、あえてそのような処理は
していません。

　その理由は、備中櫓の復元整備の目標と
して、初代藩主森忠政の築造した「慶長期
の備中櫓」にできるだけ忠実にということ
をあげているからです。前述の背割りの技
術は元和年間（1615から1624）以降に築造
された桂離宮（京都市）の書院に使用され
たのが初例であると、史跡津山城跡整備委
員会の伊原惠司委員から指摘を受けています。
つまり背割りの技術は津山城が完成した後
の技術であり、元和以前の慶長期に築造さ
れた備中櫓には使用されなかったと考えら
れることから、今回の復元整備工事におい
ても、この技術は採用しませんでした。
　ですから備中櫓内部の柱のヒビは決して
「施工不良」ではなく、木材の加工技術に
至るまで忠実に「慶長期の備中櫓の復元」
をめざしているためなのです。
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